
令和６年度「南城市幼児教育の質向上強化事業」活動記録簿    

令和 6 年度園長等研修会      実施場所：南城市役所 215 会議室 

実施日時 ① 1 回目：5 月 13 日(月)    ②  2 回目：6 月 10 日(月) 

事業の名称 

 

・園長等研修会「要領・指針の理解①」 

・園長等研修会「要領・指針の理解②」 

参加者 

 

① 南城市幼児教育施設園長等 27 名参加 

② 南城市幼児教育施設園長等 25 名参加 

１ 内容 講話  講師：琉球大学教育学部非常勤講師 村吉和美氏 

① 「21 世紀に生きる幼児に望まれる園生活を創る」 

～種を蒔き苗を育て生長(成長)を見通す～ 

〇グループ協議やグループワーク・講話を通して乳・幼児期に 

必要な経験が要領・指針に基づくものであることを深く認識し、 

各園の保育を振り返り、保育改善に活かすことで各園の保育の質を高める。 

◇誰が種を蒔くのか⇒子ども自身(子どもの主体性) 保育者(保育者の意図性) 

◇誰が苗を育てるのか⇒子ども自身(主体的・対話的な深い学び) 

           保育者(援助・環境構成等) 

◇誰が成長を見通すのか⇒保育者(マネジメントサイクル・接続) 

② 「21 世紀に生きる幼児に望まれる園生活を創る」 

～子ども・保護者・保育者から信頼される園～ 

〇「幼児期の終わりまでに育って欲しい 10 の姿」と保育目標とのつながりについて認 

識し、保育目標の具現化や全体的な計画及び保育改善に活かし、子ども・保育者・職員 

と保育観を共有することで、共に育つ園の創造。 

◇「子ども・保護者・保育者から選ばれる園」とは 

・この先生と出会えて良かったと子ども達に本気で思ってもらえるような保育者がいる園 

・この保育園・幼稚園・認定こども園で本当に良かったと子ども達にも保護者にも思っても 

らえる職員集団である。 

・保育者にとって心惹かれる保育理念が実現できる実感がある園 

◇保育計画は子どもの実態に合わせたオーダーメイド 

・一人一人の発達や興味・関心の方向は、子どもによって違う。 

・子どもは心が解放され、自由自在に発想を飛ばせる環境を待っ 

ている(子どもの主体性・保護者の環境構成) 

２ 成果 

 〇市内の施設類型が異なる幼児教育施設の園長が一堂に会し、グループ協議で自園の保育につ 

いて語り合う機会が持てたことで切磋琢磨する関係作りができた。 

 〇園長として自園の保育目標が 10 の姿（要領・指針）と、どう繋がって 

いるか考える機会になった。 

３ 課題 

 〇もっと協議したかったとの声に応える。欠席者への対応 

４ 対応策 

 〇協議時間の確保に努める。欠席者へ講話資料や事後アンケートまとめを送付する。 



 


